
【
資
　
　
料
】ド

イ
ツ
改
正
新
債
務
法
の
紹
介

1可

原

格

は
じ
め
に

東洋法学
　
周
知
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
よ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
新
債
務
法
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
債
務
法
の
現
代
化
と
さ

れ
て
い
る
が
、
民
法
の
中
心
と
な
る
重
要
な
部
分
を
で
き
る
だ
け
変
更
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
と
同
時
に
、
内
実
と
し
て
は
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
V

た
な
改
正
法
に
、
E
U
の
三
つ
の
指
令
（
つ
ま
り
消
費
者
売
買
に
関
す
る
指
令
、
支
払
遅
滞
防
止
に
関
す
る
指
令
、
電
子
取
引
に
関

　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

す
る
指
令
）
を
導
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中
心
目
的
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
資
料
は
簡
単
で
は
あ
る
が
、
で
き
る
範
囲
で
、
前
記
改
正
法
の
内
容
を
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
時
効
、
履
行
障
害
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

売
買
、
請
負
、
双
務
契
約
の
解
除
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
注

　
困
。
臣
巨
Φ
一
8
。
＼
魔
＼
国
O
α
Φ
ω
野
・
冨
一
ω
魯
窪
評
匿
B
Φ
旨
ω
琶
α
α
Φ
ω
寄
什
①
ω
＜
o
ヨ
謡
・
冨
餌
二
。
8
墜
び
Φ
ω
戊
ヨ
昌
8
》
ω
℃
Φ
－

5
Φ
b
α
Φ
ω
く
Φ
き
声
8
房
鵬
痒
R
犀
鋤
鼠
ω
q
昌
α
α
R
O
㊤
轟
昌
賦
Φ
p
眺
費
く
R
ぼ
鋤
仁
o
房
鵬
葺
R
（
＞
び
一
両
O
Z
目
ト
H
目
ω
●
旨
）

　
勾
喜
岳
こ
。
一
。
8
＼
ω
㎝
＼
国
○
匹
Φ
ω
穿
。
冨
一
ω
魯
窪
評
量
ヨ
①
昌
什
ω
巨
α
α
Φ
の
評
け
Φ
ω
＜
。
ヨ
N
㊤
●
冒
巳
N
。
。
。
釜
げ
Φ
惹
日
冨
琶
閃
＜
8

N
曽
匡
o
p
閃
ω
＜
R
塁
ひ
q
一
ヨ
○
Φ
ω
o
げ
普
什
ω
＜
R
閃
Φ
ぼ
（
》
σ
一
国
O
Z
目
ヒ
N
O
O
ψ
ω
㎝
）

　
空
。
臣
巨
Φ
N
。
。
。
＼
G
。
一
＼
国
O
α
Φ
ω
窪
o
冨
一
ω
畠
窪
評
旨
B
Φ
再
ω
琶
α
α
①
ω
寄
け
①
ω
く
o
ヨ
。
。
。
冒
三
N
。
。
。
菩
R
び
Φ
ω
什
言
艮
8

》
ω
需
耳
①
α
R
g
g
ω
8
α
R
H
践
○
目
B
昌
o
拐
鳴
ω
o
一
一
ω
o
げ
臥
“
冒
ω
σ
Φ
ω
o
且
R
o
8
ω
①
一
Φ
犀
賃
o
こ
ω
魯
雪
O
①
ω
o
憲
翻
＜
Φ
詩
①
ぼ
9

冒
国
巨
窪
ヨ
巽
耳
（
田
o
耳
一
一
巳
①
q
び
R
α
窪
色
Φ
算
8
巨
ω
3
雪
O
Φ
ω
畠
鋒
冴
＜
R
ぎ
ぼ
－
？
8
ヨ
ヨ
R
8
覆
3
島
三
Φ
）
（
＞
耳
国
0
2
『
。
い

ミ
o。
ψ
一
）

　
岡
孝
編
「
契
約
法
に
お
け
る
現
代
化
の
課
題
」
（
二
〇
〇
二
）
一
五
頁
（
渡
辺
達
徳
）
。
新
債
務
法
の
訳
文
に
つ
い
て
は
上
掲
書
一
八

一
頁
以
下
の
訳
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
な
お
本
稿
は
ω
魯
薯
害
」
ω
8
8
レ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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二
　
時
効
規
定
に
つ
い
て

　
（
1
）
　
消
滅
時
効
の
期
問

　
通
常
の
消
滅
時
効
の
期
間
は
、
従
来
の
三
〇
年
で
は
な
く
、
三
年
と
す
る
（
新
一
九
五
条
）
。
三
年
を
超
え
る
長
い
期
間
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
例
外
的
な
場
合
に
の
み
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
新
一
九
六
条
に
よ
れ
ば
、
土
地
に
対
す
る
所
有
権
移
転
請
求
権
お
よ
び
権
利

の
設
定
、
移
転
も
し
く
は
消
滅
を
求
め
る
請
求
権
、
ま
た
は
そ
の
権
利
の
内
容
の
変
更
を
求
め
る
請
求
権
は
、
一
〇
年
の
消
滅
時
効



に
か
か
る
。
た
と
え
ば
、
売
主
に
対
す
る
不
動
産
の
買
主
の
請
求
権
、
ロ
ー
ン
完
済
後
の
担
保
の
た
め
の
土
地
債
務
の
戻
し
譲
渡
を

求
め
る
請
求
権
、
債
権
者
で
あ
る
銀
行
に
対
す
る
譲
渡
担
保
設
定
者
の
請
求
権
は
、
こ
の
中
に
入
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
権
利
は
、
一
〇

年
で
時
効
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
新
一
九
六
条
は
発
生
し
う
る
反
対
給
付
請
求
権
に
も
適
用
さ
れ
、
こ
れ
も
一
〇
年
で
時
効
消
滅

す
る
。
従
来
通
り
の
三
〇
年
の
消
滅
時
効
期
間
は
、
新
一
九
七
条
1
で
権
限
の
あ
る
請
求
権
に
適
用
さ
れ
（
た
と
え
ば
、
既
判
力
を
も

っ
て
確
定
し
た
請
求
権
詳
細
は
新
一
九
七
条
1
③
i
⑤
）
、
親
族
法
、
相
続
法
上
の
請
求
権
（
新
一
九
七
条
1
②
）
、
所
有
権
や
そ
の
他
の

物
権
に
対
す
る
返
還
請
求
権
（
新
一
九
七
条
1
①
）
に
適
用
さ
れ
る
。

東洋法学
　
（
2
）
　
消
滅
時
効
の
開
始

　
前
記
の
よ
う
に
、
消
滅
時
効
の
期
間
を
短
く
し
た
こ
と
に
対
す
る
措
置
と
し
て
、
消
滅
時
効
の
起
算
点
を
従
来
の
よ
う
な
請
求
権

の
発
生
時
か
ら
、
起
算
す
る
の
で
は
な
く
（
旧
一
九
八
条
　
こ
れ
は
普
通
、
弁
済
期
を
考
え
て
い
た
が
）
、
更
に
債
権
者
が
請
求
権
の
根
拠

と
な
る
事
情
お
よ
び
債
務
者
を
知
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
重
過
失
が
な
け
れ
ば
知
っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
（
新
一

九
九
条
1
）
。
つ
ま
り
、
新
一
九
五
条
、
新
一
九
九
条
に
よ
り
、
従
来
の
時
効
に
関
す
る
立
法
の
観
念
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。
要
す

る
に
、
従
来
の
立
場
と
考
え
ら
れ
る
、
長
期
の
時
効
期
間
を
前
提
と
し
た
、
客
観
的
な
消
滅
時
効
制
度
（
つ
ま
り
起
算
点
が
発
生
の

み
に
関
係
す
る
V
を
廃
止
し
て
、
新
た
に
、
短
期
の
時
効
期
間
を
前
提
と
し
、
し
か
も
主
観
的
な
消
滅
時
効
（
債
権
者
が
請
求
権
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
V

根
拠
と
な
る
事
情
お
よ
び
債
務
者
を
知
る
こ
と
あ
る
い
は
、
債
権
者
が
重
過
失
な
く
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
）
へ
と
変
更
さ
せ
た

点
で
あ
る
。
後
者
で
い
う
、
新
法
の
採
用
す
る
主
観
的
な
時
効
制
度
は
、
旧
法
で
は
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
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い
て
、
消
滅
時
効
が
採
用
し
て
い
た
内
容
で
あ
る
（
旧
八
五
二
条
）
。
立
法
者
は
、
こ
の
制
度
を
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
V

だ
け
で
な
く
、
（
そ
れ
以
外
の
範
囲
に
及
ぶ
可
能
性
の
あ
る
）
一
般
的
な
原
則
へ
と
高
め
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
消
滅
時
効

は
、
発
生
時
か
ら
直
ち
に
起
算
す
る
の
で
も
な
く
、
し
か
も
債
権
者
が
知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
開
始
す
る
の
で
は
な
く
、
初
め
て
こ

の
二
つ
の
要
件
が
具
備
し
た
、
し
か
も
そ
の
年
の
終
了
時
か
ら
起
算
す
る
の
で
あ
る
。

　
消
滅
時
効
は
、
債
権
者
に
責
め
の
な
い
不
知
に
よ
り
無
限
に
延
期
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
新
法
は
最
大
限
の
期
間
を
定
め
て
い
る
。
身
体
、
健
康
、
自
由
に
対
す
る
侵
害
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
は
、
侵
害
行
為
時

か
ら
遅
く
と
も
三
〇
年
で
時
効
消
滅
す
る
。
こ
の
場
合
、
債
権
者
が
こ
の
請
求
権
を
知
っ
て
い
る
必
要
も
な
く
、
重
過
失
で
誤
解
し

て
い
た
か
、
ま
た
は
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
誤
解
し
た
と
い
う
こ
と
も
必
要
な
い
。
そ
の
他
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
段
階
づ
け
を

さ
れ
て
、
最
大
限
の
期
間
三
〇
年
、
あ
る
い
は
一
〇
年
の
時
効
期
間
に
服
す
る
（
新
一
九
九
条
m
）
。
つ
ま
り
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
、

発
生
後
少
く
と
も
一
〇
年
で
消
滅
時
効
に
か
か
り
、
損
害
が
な
い
限
り
、
遅
く
と
も
実
行
の
着
手
後
三
〇
年
で
時
効
消
滅
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
以
外
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
発
生
時
か
ら
一
〇
年
で
時
効
消
滅
す
る
（
新
一
九
九
条
W
）
。
新
一
九
九
条
m
お
よ
び
W

で
も
債
権
者
の
知
お
よ
び
重
過
失
に
よ
る
不
知
は
、
間
題
と
な
ら
ず
に
、
生
命
、
身
体
、
健
康
、
自
由
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権

以
外
の
損
害
賠
償
請
求
権
お
よ
び
そ
の
他
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
時
効
消
滅
す
る
。
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（
3
）
　
時
効
の
停
止
工
Φ
ヨ
ヨ
⊆
品
、
新
た
な
時
効
の
進
行
、
消
滅
時
効
の
効
果

新
法
で
も
、
時
効
の
停
止
あ
る
い
は
、
時
効
が
新
た
に
開
始
す
る
場
合
を
定
め
て
い
る

（
新
た
に
開
始
す
る
場
合
を
旧
法
は
、
中



東洋法学
断
O
旨
R
ぼ
9
ど
鑛
と
表
現
し
て
い
た
が
、
今
は
新
た
な
開
始
Z
窪
幕
笹
巨
と
表
示
し
て
い
る
）
。
法
的
追
及
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
は
、

将
来
に
向
け
て
消
滅
時
効
を
停
止
さ
せ
る
。
そ
の
法
的
追
及
の
リ
ス
ト
が
、
新
二
〇
四
条
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
給
付
を

求
め
る
訴
訟
あ
る
い
は
請
求
権
の
確
認
（
二
〇
四
条
1
①
）
、
仮
差
押
ま
た
は
仮
処
分
を
発
す
る
よ
う
求
め
る
申
し
立
て
の
送
達
（
新

二
〇
四
条
1
⑨
）
、
訴
訟
費
用
の
扶
助
の
付
与
を
求
め
る
初
め
て
の
申
し
立
て
の
通
知
で
あ
る
（
新
二
〇
四
条
1
⑭
）
。
更
に
債
務
者
お
よ

び
債
権
者
が
請
求
権
又
は
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
事
情
に
つ
い
て
交
渉
す
る
限
り
で
、
停
止
す
る
（
新
二
〇
三
条
）
。
最
後
に
、
債
務
者
と

債
権
者
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
一
時
的
に
給
付
を
拒
絶
す
る
権
利
が
あ
る
間
（
新
二
〇
五
条
）
、
不
可
抗
力
の
場
合
（
新
二
〇
六
条
）
、
性

的
な
自
己
決
定
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
権
（
新
二
〇
八
条
　
債
権
者
が
二
＋
一
歳
に
な
る
ま
で
停
止
す
る
）
、
家
族
上
の
原

因
又
は
そ
れ
に
類
似
の
原
因
に
基
づ
く
場
合
（
新
二
〇
七
条
）
は
、
消
滅
時
効
は
停
止
す
る
。
新
た
な
時
効
の
進
行
は
、
債
務
者
が
請

求
権
を
承
認
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
執
行
行
為
が
な
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
進
行
す
る
と
定

め
る
（
新
二
一
二
条
－
　
従
来
は
旧
二
〇
八
条
）
。

　
消
滅
時
効
の
完
成
は
、
以
前
と
同
じ
く
（
旧
二
二
二
条
）
債
務
者
が
履
行
を
拒
絶
す
る
権
利
を
根
拠
あ
る
も
の
と
す
る
（
暫
二
四

条
）
。
だ
が
、
相
殺
適
状
ま
た
は
留
置
権
が
既
に
消
滅
時
効
発
生
前
に
成
立
し
た
場
合
に
限
り
、
消
滅
し
た
請
求
権
に
よ
り
相
殺
で
き
、

あ
る
い
は
そ
の
た
め
に
留
置
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
二
一
五
条
）
。
債
権
者
は
、
抵
当
権
、
船
舶
抵
当
権
、
質
権
に
よ
っ
て

担
保
さ
れ
た
請
求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
っ
た
と
し
て
も
、
担
保
目
的
物
（
抵
当
権
、
船
舶
抵
当
権
、
質
権
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

目
的
物
）
か
ら
満
足
さ
れ
る
（
新
二
一
六
条
、
旧
二
二
三
条
）
。
こ
の
点
は
以
前
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
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（（76

前
掲
・
岡
孝
編
一
八
四
頁
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
訳
文
参
照
。

ω
o
『
≦
鋤
ダ
一
ω
N
O
8
る
・

三
　
給
付
障
害
に
つ
い
て
の
新
法

　
（
1
）
　
給
付
障
害
と
第
一
次
的
給
付
義
務

　
　
　
　
（
8
）

　
給
付
障
害
に
つ
い
て
の
法
の
内
容
は
、
か
な
り
改
正
さ
れ
た
（
新
二
七
五
条
以
下
、
新
三
二
一
二
条
以
下
）
。

　
給
付
が
原
始
的
、
客
観
的
に
不
能
で
あ
れ
ば
、
旧
三
〇
六
条
と
異
な
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
契
約
自
体
、
有
効
と
さ
れ
て
い
る
（
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

三
一
一
条
a
I
）
。
従
来
の
通
説
に
従
っ
て
、
第
一
次
的
給
付
が
す
べ
て
の
人
に
（
客
観
的
に
）
あ
る
い
は
債
務
者
（
主
観
的
に
）
に

不
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
第
一
次
的
給
付
請
求
権
は
排
除
さ
れ
る
（
新
二
七
五
条
）
。

　
す
る
と
、
こ
の
新
三
一
一
条
a
I
と
新
二
七
五
条
の
関
係
を
い
か
に
理
解
す
る
か
が
間
題
と
な
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
給
付
が
不
能
な
場
合
に
は
、
契
約
は
第
一
次
的
給
付
請
求
権
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

あ
る
と
、
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
新
二
七
五
条
に
定
め
る
効
果
は
、
債
務
者
が
そ
の
不
能
に
責
め
が
あ
る
か
否
か
に
関
係
な
く
、
生
ず
る
。
こ
の
効
果
は
給
付
が
不

能
で
あ
る
限
り
、
妥
当
す
る
。
新
二
七
五
条
H
に
よ
れ
ば
、
給
付
が
債
権
者
の
利
益
と
極
め
て
不
均
衡
な
費
用
を
要
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
債
務
者
自
身
、
そ
の
給
付
が
そ
れ
自
体
可
能
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
給
付
を
拒
絶
で
き
る
（
抗
弁
）
。
同
様
の
こ
と
は
、
債
務
者
が
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極
め
て
一
身
専
属
性
の
高
い
給
付
行
為
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
で
、
し
か
も
そ
の
給
付
が
債
務
者
に
期
待
で
き
な
い
場
合
（
個
人

　
　
　
　
　
（
1
1
）

的
不
能
）
に
も
、
適
用
さ
れ
る
（
新
二
七
五
条
皿
）
。

　
主
観
的
不
能
も
、
そ
れ
が
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
か
否
か
を
間
わ
ず
に
、
債
務
者
を
債
務
か
ら
免
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
こ
の
意
昧
で
主
観
的
不
能
は
厳
格
に
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
三
者
の
側
で
、
債
務
者
に
履
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
見
込
み

が
な
い
場
合
に
の
み
、
そ
の
給
付
は
、
主
観
的
不
能
で
あ
る
。
旧
法
で
の
判
例
は
、
そ
う
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
に
理

解
し
た
主
観
的
不
能
に
、
給
付
の
確
定
判
決
は
直
ち
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
て
い
た
。
給
付
の
目
的
物
が
債

務
者
に
と
り
現
在
自
由
に
な
ら
な
い
時
に
は
、
既
に
給
付
が
主
観
的
に
債
務
者
に
と
り
不
能
で
あ
る
と
す
る
、
旧
二
七
五
条
H
に
つ

い
て
の
反
対
論
は
、
新
二
七
五
条
の
枠
内
で
は
も
は
や
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
債
務
者
が
給
付
で
き
る
以
上
、

直
ち
に
給
付
義
務
か
ら
債
務
者
を
免
れ
さ
せ
る
理
由
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
反
対
論
の
支
持
者
は
、
旧
二
七
五
条
H
の
文
言
に
忠
実

に
、
債
務
者
が
不
能
に
対
し
責
め
に
帰
す
べ
き
で
な
け
れ
ば
、
主
観
的
不
能
は
履
行
請
求
を
常
に
排
除
す
る
と
考
え
て
い
た
。

東洋法学
　
（
2
）
　
損
害
賠
償
請
求
権

　
（
a
）
　
損
害
請
求
権
の
根
拠
　
　
旧
法
は
債
務
者
が
義
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
時
に
、
債
務
者
の
損
害
賠
償
義
務
を
若
干
の
規
定

で
定
め
て
い
た
（
旧
二
八
O
条
1
、
旧
二
八
六
条
1
、
H
、
旧
三
二
五
条
1
①
、
旧
三
二
六
条
1
②
）
。
そ
れ
と
共
に
、
B
G
B
以
外
の
と
こ

ろ
で
、
積
極
的
債
権
侵
害
、
契
約
締
結
上
の
過
失
理
論
が
発
展
し
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
新
法
は
、
給
付
障
害
の
す
べ
て
の
場
合
の
た
め
に
、
唯
一
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
根
拠
を
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
損
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害
賠
償
請
求
は
、
常
に
新
二
八
O
条
1
に
統
一
さ
れ
て
い
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
外
の
規
定
と
結
び
つ
く
場
合
も
あ
る
が
）
。

同
条
は
、
債
務
者
側
の
義
務
違
反
が
あ
ら
ゆ
る
損
害
賠
償
の
請
求
権
の
要
件
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
唯
一
の
例
外
は
、
原
始

不
能
の
場
合
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
定
め
る
新
三
二
条
a
H
で
あ
る
。
こ
の
責
任
の
根
拠
は
、
前
記
の
義
務
違
反
に
基
づ
く
の
で

は
な
く
（
た
と
え
ば
、
こ
の
場
合
、
給
付
の
可
能
性
に
つ
い
て
確
か
め
ね
ば
な
ら
な
い
）
、
債
務
者
が
給
付
の
約
束
一
①
一
ω
9
轟
ω
＜
R
ω
賓
o
－

9
窪
に
縛
ら
れ
る
と
い
う
点
に
基
づ
く
。
従
っ
て
、
新
三
一
一
条
a
H
の
位
置
付
け
は
、
新
二
八
O
条
と
の
関
連
で
考
え
る
と
、
独

立
し
た
性
格
の
請
求
権
の
根
拠
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
（
b
）
　
帰
責
事
由
　
　
債
務
者
に
義
務
違
反
が
あ
っ
て
、
そ
の
義
務
違
反
に
対
し
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
あ
る
時
に

の
み
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
生
ず
る
。
新
二
七
六
条
で
は
、
契
約
上
の
合
意
の
重
要
な
意
味
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
結
果
的
に
、

責
め
に
帰
す
べ
き
こ
と
の
一
形
式
と
し
て
、
保
証
あ
る
い
は
取
得
の
危
険
の
引
受
も
入
る
。
旧
二
七
九
条
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
種
類

債
務
の
債
務
者
自
身
は
無
責
の
給
付
不
能
の
責
任
を
将
来
に
対
し
て
も
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
は
そ
の
原
始
不
能
に
対
し
、

有
責
性
に
関
係
な
く
責
任
を
負
う
と
す
る
従
来
の
通
説
を
、
立
法
者
は
批
判
し
た
。
つ
ま
り
新
三
二
条
a
11
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場

合
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
債
務
者
が
給
付
障
害
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
不
知
に
つ
き
責
め
に

帰
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。

　
（
c
）
　
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
　
　
　
「
不
履
行
に
よ
る
」
以
前
の
「
損
害
賠
償
請
求
」
を
新
た
に
表
示
し
た
の
が
、
給

付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
。

　
（
d
）
　
小
さ
な
損
害
及
び
大
き
な
損
害
　
　
履
行
が
一
部
に
の
み
止
ま
る
限
り
で
、
債
権
者
は
原
則
的
に
履
行
さ
れ
な
い
残
部
の
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代
わ
り
に
、
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
（
小
さ
な
損
害
賠
償
）
、
そ
れ
に
対
し
債
権
者
が
そ
の
一
部
の
給
付
に
利
益
を
有
さ
な
い
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

れ
ば
（
二
八
一
条
－
第
二
文
）
、
全
部
の
給
付
の
代
わ
り
に
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
（
大
き
な
損
害
賠
償
）
。
こ
の
場
合
、
債
権
者
が
、

大
き
な
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
に
受
領
し
た
一
部
の
給
付
を
新
二
八
一
条
V
、
新
三
四
六
条
以
下
に
よ
り
、
再
び
返

還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
e
）
　
履
行
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
　
　
旧
三
二
六
条
－
第
二
文
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
が
受
領
予
告
付
期
問
を
設
定
し
、
そ
の
期

間
経
過
後
、
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
る
か
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
履
行
請
求
は
、
期
間
経
過
に
よ
り

排
除
さ
れ
た
。
新
法
に
よ
れ
ば
、
履
行
請
求
は
、
期
間
経
過
後
も
な
お
存
続
す
る
。
債
権
者
は
、
履
行
を
請
求
す
る
か
、
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
か
、
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
債
権
者
が
、
後
者
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
履
行
請
求
は
排
除
さ

れ
る
（
新
二
八
一
条
W
）
。
ま
た
債
権
者
が
履
行
を
請
求
す
る
か
、
新
三
壬
二
条
1
に
よ
り
解
除
す
る
か
の
選
択
権
を
持
つ
。
こ
の
場
合
、

履
行
請
求
権
は
、
解
除
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
消
滅
す
る
（
新
三
四
九
条
）
。

　
（
f
）
　
費
用
償
還
請
求
権
　
　
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
は
、
積
極
的
利
益
の
賠
償
で
あ
る
。
つ
ま
り
債
権
者
は
、
適
切
に

履
行
さ
れ
た
な
ら
ば
、
債
権
者
が
あ
る
で
あ
ろ
う
状
態
に
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
契
約
の
締
結
あ
る
い
は

履
行
の
点
で
、
費
用
は
原
則
的
に
賠
償
範
囲
に
入
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
費
用
は
適
切
に
履
行
さ
れ
て
も
、
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
B
G
H
は
、
債
権
者
の
費
用
は
契
約
が
履
行
さ
れ
れ
ば
、
契
約
か
ら
生
ず
る
利
益
に
よ
り
調
整
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

推
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
そ
の
賠
償
を
認
め
て
き
た
（
い
わ
ゆ
る
収
益
性
の
推
測
寄
導
筈
密
鼠
房
＜
R
ヨ
暮
琶
磯
）
。
新
二
八
四
条

は
こ
の
推
測
を
採
用
す
る
が
、
そ
れ
を
超
え
て
い
る
。
つ
ま
り
た
と
え
ば
、
旧
法
に
つ
い
て
の
B
G
H
の
見
解
と
異
な
り
、
債
権
者
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が
初
め
か
ら
単
に
取
引
か
ら
生
ず
る
観
念
的
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
時
で
も
、
債
権
者
は
費
用
償
還
請
求
を
行
使
で
き
る
。
新
二
八

四
条
か
ら
生
ず
る
請
求
権
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
損
害
賠
償
の
代
わ
り
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
新
二
八
一
－
二
八
三
条
か
ら
生

ず
る
請
求
権
と
並
ん
で
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。

　
（
9
）
　
履
行
遅
滞
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
　
　
債
権
者
は
新
二
八
○
条
1
1
に
よ
り
、
遅
滞
を
要
件
と
し
て
の
み
、
履
行
遅
滞
に
よ

る
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
。
こ
の
内
容
は
新
二
八
六
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
よ
う
に
、
遅
滞
に
は
弁

済
期
到
来
と
催
告
と
が
必
要
で
あ
る
（
同
条
1
）
。
履
行
期
を
暦
日
に
よ
り
定
め
た
場
合
以
外
の
場
合
に
は
、
履
行
期
が
特
定
の
事
象

か
ら
暦
日
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
場
合
、
債
務
者
が
履
行
を
決
定
的
に
拒
絶
す
る
場
合
（
二
八
六
条
1
1
③
）
、
催
告
の
放
棄
が
特
別
の
事
情

に
基
づ
き
正
当
化
さ
れ
る
場
合
も
（
新
二
八
六
条
H
④
）
、
催
告
は
不
要
で
あ
る
（
新
二
八
六
条
H
②
）
。
更
に
、
債
務
者
が
遅
く
と
も
弁

済
期
が
到
来
し
、
請
求
書
又
は
こ
れ
と
同
等
の
支
払
請
求
の
期
限
が
到
来
し
、
到
達
し
て
三
〇
日
以
内
に
履
行
し
な
い
時
は
、
催
告

が
な
く
と
も
遅
滞
と
な
る
。
「
遅
く
と
も
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
立
法
者
が
明
確
に
し
た
こ
と
は
、
新
二
八
六
条
1
ま
た
は
H
に

よ
る
遅
滞
が
除
外
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
債
権
者
に
遅
滞
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
二

八
六
条
皿
は
有
償
債
権
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
債
務
者
の
履
行
は
、
債
権
者
の
履
行
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
役
立
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
二
八
六
条
皿
が
「
請
求
書
又
は
支
払
請
求
」
を
定
め
て
い
る
の
で
、
新
二
八
四
条
m
の
よ
う
に
金
銭

債
権
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。

　
具
体
的
損
害
に
関
係
な
く
、
遅
延
利
息
請
求
権
が
債
権
者
に
帰
属
す
る
。
つ
ま
り
事
業
家
の
取
引
で
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
消
費
者

と
の
取
引
お
よ
び
消
費
者
間
で
の
取
引
で
は
、
基
準
利
率
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
乗
せ
し
た
額
が
遅
延
利
息
と
し
て
算
定
さ
れ
る
（
新
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二
八
八
条
1
、
1
1
）
。
債
務
者
は
債
権
者
か
ら
の
遅
延
利
息
の
請
求
に
対
し
、
債
権
者
に
は
全
く
ま
た
は
僅
か
な
損
害
し
か
発
生
し
な
い

と
、
抗
弁
で
き
な
い
。

　
（
h
）
　
そ
の
他
の
義
務
違
反
　
　
旧
法
で
は
、
法
定
外
の
請
求
権
の
根
拠
と
し
て
の
積
極
的
債
権
侵
害
お
よ
び
契
約
上
の
過
失
責

任
を
認
め
る
こ
と
で
、
多
く
の
履
行
障
害
を
解
決
で
き
る
と
考
え
た
。
こ
の
二
つ
の
制
度
は
、
法
的
に
今
や
固
定
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
契
約
を
締
結
す
れ
ば
、
履
行
に
関
係
す
る
義
務
お
よ
び
履
行
に
関
係
の
な
い
義
務
が
生
ず
る
。
義
務
が
遅
滞
し
た
り
、
ま
た

は
履
行
を
全
く
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
（
新
二
八
○
条
H
、
m
）
、
新
二
八
○
条
－
前
文
か
ら
損
害
賠
償
請
求
権
が
生
じ
、
同
規

定
は
積
極
的
債
権
侵
害
の
場
合
を
含
む
。
契
約
が
新
た
に
開
始
す
れ
ば
、
新
三
二
条
H
に
よ
り
、
履
行
に
関
係
の
な
い
義
務
を
伴

う
債
務
関
係
が
成
立
す
る
。
同
義
務
に
違
反
し
た
た
め
の
損
害
賠
償
請
求
は
、
そ
の
時
に
は
新
二
八
○
条
－
第
一
文
か
ら
生
ず
る
。

こ
う
し
て
従
来
の
契
約
締
結
上
の
過
失
も
、
こ
の
中
に
入
る
。
第
三
者
が
債
務
関
係
に
関
わ
る
場
合
は
（
訴
訟
代
理
人
の
責
任
、
第

三
者
に
対
す
る
保
護
効
を
伴
う
契
約
）
、
要
件
お
よ
び
効
果
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
新
三
二
条
皿
が
定
め
て
い
る
。

東洋法学
　
（
3
）
　
契
約
の
解
除

　
双
務
契
約
の
債
務
者
は
、
弁
済
期
の
到
来
し
た
給
付
を
弁
済
す
べ
き
義
務
を
負
い
、
債
権
者
の
定
め
た
期
間
が
無
為
に
経
過
し
た

場
合
に
は
、
債
権
者
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
三
二
三
条
1
）
。
債
権
者
の
す
る
期
間
設
定
は
、
新
三
二
一
二
条
H
に
よ
れ

ば
、
債
務
者
の
側
の
決
定
的
な
履
行
拒
絶
の
場
合
（
新
三
二
三
条
H
①
）
、
定
期
行
為
の
場
合
（
同
②
　
旧
三
六
一
条
に
一
致
す
る
）
、
特

別
の
事
情
に
基
づ
く
期
間
放
棄
が
正
当
な
場
合
（
同
③
）
に
は
不
要
で
あ
る
。
弁
済
期
到
来
時
に
解
除
権
の
要
件
が
発
生
し
た
こ
と
が
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（
1
4
）

既
に
予
め
確
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
弁
済
期
到
来
自
体
、
不
要
で
あ
る
（
新
三
二
一
二
条
四
）
。
債
務
者
が
一
部
の
履
行
の
み
を
し
た

場
合
に
は
、
債
権
者
は
そ
の
履
行
に
な
ん
ら
利
益
が
な
け
れ
ば
、
契
約
を
解
除
で
き
る
（
新
三
二
三
条
W
第
一
文
）
。
債
務
者
が
契
約
通

り
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
義
務
違
反
が
重
大
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
債
権
者
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
新
三
二
三
条
V
第
二

文
）
。
さ
ら
に
債
権
者
が
解
除
原
因
に
対
し
専
ら
あ
る
い
は
主
と
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
受
領
遅
滞
中
に
解

除
原
因
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
新
三
壬
二
条
W
）
。
だ
が
、
解
除
は
新
三
二
四
条
に
よ
れ
ば
、

債
務
者
が
そ
の
他
の
（
つ
ま
り
履
行
に
関
係
の
な
い
）
義
務
に
違
反
し
、
従
っ
て
債
権
者
に
と
っ
て
債
務
者
が
履
行
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
な
い
場
合
で
も
、
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
行
為
基
礎
が
脱
落
し
、
あ
る
い
は
な
く
な
れ
ば
、
ま
た
は
契
約
の
適
応
性
が
な
く

な
れ
ば
、
解
除
で
き
る
（
新
三
ニ
ニ
条
m
）
。

　
新
三
二
三
条
に
は
、
従
来
旧
三
二
六
条
か
ら
生
ず
る
の
と
同
じ
契
約
解
除
権
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
、
債
権
者

が
債
務
者
に
対
し
で
き
る
解
除
権
の
要
件
が
決
定
的
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
債
務
者
は
遅
滞
に
あ
る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り

債
務
者
は
履
行
を
し
な
い
こ
と
に
対
し
帰
責
事
由
が
な
く
と
も
よ
い
。
つ
ま
り
受
領
予
告
付
期
間
は
必
要
で
は
な
い
。
さ
れ
な
か
っ

た
履
行
は
、
債
権
者
の
負
う
べ
き
反
対
給
付
と
相
互
関
係
に
あ
る
必
要
は
な
い
。
更
に
新
三
二
三
条
1
は
、
新
二
八
一
条
1
と
対
を

な
し
、
新
三
二
四
条
は
新
二
八
二
条
と
対
を
な
す
。
履
行
に
関
連
す
る
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
新
二
八
二

条
か
ら
発
生
し
、
履
行
に
関
連
の
な
い
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
新
二
八
二
条
か
ら
発
生
し
、
解
除
権
が

新
三
二
四
条
か
ら
発
生
す
る
。
従
来
と
異
な
り
、
債
権
者
は
新
三
二
五
条
に
よ
れ
ば
、
同
時
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
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債
権
者
は
新
二
七
五
条
1
、
H
に
よ
り
履
行
を
請
求
で
き
な
い
場
合
に
は
、
直
ち
に
反
対
給
付
を
す
べ
き
義
務
が
な
く
な
る
（
新

二
七
五
条
皿
、
三
二
六
条
－
第
一
文
）
。
そ
れ
に
関
係
な
く
、
債
権
者
は
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
な
く
、
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新

三
二
六
条
V
）
。
解
除
権
は
、
履
行
が
間
題
と
な
ら
な
い
位
不
完
全
な
ら
ば
、
債
権
者
に
生
ず
る
（
新
三
二
六
条
－
第
二
文
、
同
V
）
。
こ

の
場
合
、
義
務
違
反
が
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
解
除
権
は
発
生
し
な
い
（
新
三
二
三
条
V
第
二
文
）
。
一
部
不
能
の
場
合
に
は
、

債
権
者
が
残
余
の
履
行
に
な
ん
ら
利
益
を
有
さ
な
い
場
合
に
の
み
、
債
権
者
は
契
約
全
体
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
三
二
六
条

V
、
三
二
三
条
V
第
一
文
）
。
債
権
者
が
不
能
に
対
し
、
専
ら
あ
る
い
は
、
主
に
責
任
を
負
う
場
合
、
あ
る
い
は
偶
然
受
領
遅
滞
中
に
不

能
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
債
権
者
の
反
対
給
付
義
務
は
残
る
（
新
三
二
六
条
H
、
旧
三
一
西
条
）
。
こ
の
場
合
、
解
除
権
も
存
続
し
な

い
。

東洋法学

（
8
）

パ　　パ　　パ

11109
）　　）　　）

ハ　　パ　　パ

141312
）　　）　　）

　
前
掲
・
岡
孝
編
七
一
頁
　
注
（
2
）
（
渡
辺
達
徳
V
参
照
。
一
①
凶
ω
ε
轟
を
給
付
と
訳
す
か
、
あ
る
い
は
履
行
と
訳
す
か
迷
う
と
こ
ろ
だ

が
、
普
通
、
卑
ま
浮
轟
が
履
行
と
訳
さ
れ
、
一
Φ
一
ω
9
鑛
が
給
付
と
訳
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
給
付
に
統
一
し
て
い
る
。

　
コ
訂
暮
ω
畠
①
ぴ
ω
o
ゴ
一
昏
①
o
拝
。
’
＞
（
一
。
。
刈
）
園
身
る
零
。

　
前
掲
・
岡
孝
編
六
二
頁
（
渡
辺
達
徳
）
。

　
そ
の
例
と
し
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ
は
子
が
重
篤
な
疾
病
な
の
で
、
母
親
で
あ
る
女
性
歌
手
が
劇
場
に
出
演
し
た
く
な
い
場
合
を
挙
げ
る
。

ω
魯
巧
ぎ
や
鉾
P
な
お
前
掲
・
岡
孝
編
六
〇
頁
（
渡
辺
達
徳
）
参
照
。

　
下
森
定
・
岡
孝
編
「
ド
イ
ツ
債
務
法
　
改
正
委
員
会
草
案
の
研
究
」
（
一
九
九
六
）
（
平
野
裕
之
）
一
三
七
頁
。

　
ω
O
寓
N
8
レ
o
。
口
（
一
零
）
一
一
に
篇
O
ω
（
這
刈
）
。

　
前
掲
・
下
森
定
・
岡
孝
編
（
益
井
公
司
）
二
二
七
頁
以
下
。
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三
　
新
し
い
売
買
法

　
（
1
）
　
暇
疵
概
念

　
新
法
に
よ
れ
ば
、
売
主
は
買
主
に
物
の
暇
疵
お
よ
び
権
利
の
報
疵
の
な
い
売
買
の
目
的
物
を
引
渡
し
、
所
有
権
を
移
転
さ
せ
る
義

務
を
負
う
（
新
四
三
三
条
－
第
二
文
）
。
立
法
者
は
こ
れ
に
よ
り
旧
法
で
争
わ
れ
て
い
た
間
題
、
つ
ま
り
特
定
物
の
売
主
は
、
蝦
疵
の
あ

る
売
買
の
目
的
物
を
提
供
す
る
こ
と
で
既
に
義
務
を
履
行
し
た
の
か
（
保
証
説
）
、
蝦
疵
の
な
い
物
の
引
渡
し
を
す
べ
き
義
務
を
負
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

か
（
履
行
説
）
の
問
題
に
つ
い
て
、
最
終
的
に
履
行
説
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
物
の
蝦
疵
が
存
在
す
る
か
否
か

は
、
第
一
に
売
員
の
目
的
物
が
危
険
移
転
の
際
に
当
事
者
の
観
念
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
性
質
を
有
す
べ
き
か
に
ょ
り
判
断
さ
れ
る

（
主
観
的
欠
陥
概
念
　
新
四
三
四
条
1
①
、
②
）
。
第
三
者
が
買
主
に
対
し
全
く
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
売
買

契
約
で
譲
受
け
た
権
利
の
み
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
（
新
四
三
五
条
第
二
文
V
、
権
利
の
蝦
疵
が
な
い
と
さ
れ
る
。

　
新
四
三
四
条
－
第
三
文
に
よ
れ
ば
、
売
主
ま
た
は
製
造
者
ま
た
は
そ
の
補
助
者
が
公
に
表
明
し
た
と
こ
ろ
に
よ
り
特
に
宣
伝
す
る

際
に
、
買
主
が
期
待
で
き
る
性
質
を
物
が
有
さ
な
い
時
は
、
物
の
報
疵
が
あ
る
。
但
し
売
主
が
そ
の
表
示
を
知
ら
ず
、
知
る
こ
と
を

要
し
な
か
っ
た
場
合
を
除
く
。
更
に
新
四
三
四
条
H
に
よ
れ
ば
、
売
主
ま
た
は
そ
の
補
助
者
に
よ
る
合
意
し
た
組
立
が
不
適
切
に
な

さ
れ
た
場
合
、
あ
る
い
は
組
立
の
説
明
書
に
畷
疵
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
買
主
に
よ
っ
て
物
が
誤
っ
て
組
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

物
の
暇
疵
が
あ
る
。
更
に
売
主
が
別
の
物
あ
る
い
は
引
渡
し
た
物
の
量
が
過
小
の
場
合
も
、
物
の
暇
疵
と
同
様
と
す
る
。
つ
ま
り
こ

う
す
る
こ
と
で
、
物
の
暇
疵
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
を
個
々
の
場
合
に
区
別
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
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東洋法学
　
（
2
）
　
暇
疵
の
法
的
効
果

　
（
a
）
　
新
法
の
概
略
　
　
新
法
は
、
新
四
三
七
条
以
下
に
お
い
て
権
利
お
よ
び
物
の
暇
疵
に
つ
い
て
の
法
律
効
果
を
体
系
的
統
一

的
に
定
め
て
い
る
。
第
一
に
、
買
主
は
追
完
乞
碧
げ
R
盆
ぎ
鑛
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
四
三
七
条
①
、
新
四
三
九
条
）
。
売
主

が
追
完
を
し
な
い
場
合
に
は
、
買
主
は
代
金
減
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
（
新
四
三
七
条
②
、
四
四
一
条
）
、
売
買
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
（
あ
る
い
は
）
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
四
三
七
条
③
、
新
四
四
〇
条
、
新
二
八
○
条
、
新
二
八
一

条
、
新
二
八
三
条
、
新
三
一
一
条
）
。
こ
う
し
た
法
的
救
済
の
た
め
に
は
、
原
則
的
に
売
主
の
追
完
が
不
可
能
か
、
あ
る
い
は
売
主
が
期

間
設
定
に
も
拘
ら
ず
、
追
完
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
四
四
一
条
－
第
一
文
に
よ
れ
ば
、
解
除
の
代
わ
り
に

認
め
ら
れ
、
従
っ
て
、
そ
の
要
件
に
左
右
さ
れ
る
代
金
減
額
に
も
当
て
は
ま
る
（
新
三
二
一
二
条
1
）
。
以
前
の
目
的
物
に
暇
疵
が
あ
る
際

の
蝦
疵
担
保
に
よ
る
解
除
≦
き
色
⊆
轟
お
よ
び
代
金
減
額
請
求
は
、
売
買
契
約
の
取
消
あ
る
い
は
変
更
を
求
め
る
買
主
の
請
求
権
と

し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
が
（
旧
四
六
二
条
、
四
六
五
条
）
、
新
法
で
は
代
金
減
額
お
よ
び
解
除
は
形
成
権
で
あ
る
（
新
三
四
九
条
、
新
四
四

一
条
－
第
一
文
）
。

　
新
四
三
八
条
1
に
よ
れ
ば
、
追
完
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
原
則
的
に
二
年
の
短
期
消
滅
時
効
に
か
か
る
。
五
年
の
期
間
は
、

建
築
物
に
報
疵
を
発
生
さ
せ
た
暇
疵
あ
る
建
築
材
料
に
適
用
さ
れ
る
。
三
〇
年
の
時
効
期
間
は
、
第
三
者
が
売
買
の
目
的
物
の
返
還

を
請
求
で
き
る
物
権
的
権
利
を
有
す
る
場
合
に
、
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
第
三
者
の
所
有
権
そ
の
他
の
物
権
に
基
づ
く
返
還
請

求
権
は
三
〇
年
で
時
効
消
滅
す
る
か
ら
で
あ
る
（
新
一
九
七
条
1
①
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
解
除
お
よ
び
代
金
減
額
は
、
形
成
権
と
し
て
消
滅
時
効
に
か
か
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
消
滅
時
効
は
一
九
四
条
に
よ
れ
ば
、
作
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為
ま
た
は
不
作
為
を
請
求
す
る
請
求
権
に
の
み
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
解
除
お
よ
び
代
金
減
額
は
、
追
完
請
求
権
に
関
連
す
る

か
ら
、
追
完
請
求
権
が
時
効
消
滅
す
る
や
否
や
、
新
四
三
八
条
W
第
一
文
、
V
、
二
一
八
条
に
よ
り
、
解
除
お
よ
び
代
金
減
額
は
排

除
さ
れ
る
。
だ
が
、
時
効
消
滅
後
、
買
主
に
は
、
代
金
債
権
に
対
し
暇
疵
の
抗
弁
権
が
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
旧
四
七
八
条
と
異
な
り
、

予
め
暇
疵
を
知
ら
せ
な
く
と
も
、
同
抗
弁
権
の
主
張
は
、
認
め
ら
れ
る
（
新
四
三
八
条
W
第
二
文
）
。
買
主
が
代
金
支
払
を
全
く
拒
絶
す

れ
ば
（
そ
の
理
由
は
買
主
は
消
滅
時
効
発
生
前
に
解
除
で
き
る
か
ら
）
、
売
主
は
自
分
で
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
買
の
目
的
物
の

返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
四
三
八
条
W
第
三
文
）
。

　
（
b
）
　
追
完
　
　
追
完
に
つ
い
て
は
、
新
四
三
九
条
1
が
二
つ
の
変
形
を
定
め
る
。
つ
ま
り
後
日
の
修
補
Z
零
浮
窃
器
笙
轟
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

び
後
日
の
引
渡
Z
8
臣
Φ
け
霊
轟
で
あ
る
。
買
主
は
、
こ
の
二
つ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
売
主
は
、

新
四
三
九
条
皿
に
よ
り
、
買
主
の
選
ん
だ
前
記
二
つ
の
う
ち
の
追
完
請
求
の
内
容
が
、
不
釣
合
い
な
価
格
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
法
を

拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
も
う
一
つ
別
の
追
完
の
方
法
が
そ
れ
よ
り
も
有
利
な
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
買
主
の
選
ん
だ
追

完
の
価
格
は
不
釣
合
い
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
売
主
は
買
主
に
対
し
、
自
己
に
と
り
よ
り
有
利
な
方
法
を
取
る
よ
う
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
二
つ
の
方
法
が
不
釣
合
い
な
価
格
で
あ
る
場
合
に
は
、
売
主
は
そ
の
二
つ
の
方
法
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

場
合
、
買
主
は
期
間
を
定
め
な
く
と
も
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
期
間
の
定
め
の
な
い
解
除
は
、
後
日
の
修
補
が
失
敗
し
た

場
合
に
、
で
き
る
。
原
則
的
に
二
つ
の
方
法
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
が
、
そ
れ
で
あ
る
（
新
四
四
〇
条
）
。
特
定
物
売
買
の
場
合

は
、
初
め
か
ら
後
日
の
修
補
の
み
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
別
の
物
で
履
行
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
定
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

場
合
の
後
日
の
引
渡
請
求
は
、
新
二
七
五
条
1
に
よ
り
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
c
）
　
保
証
　
　
新
法
は
、
保
証
さ
れ
た
品
質
に
対
す
る
責
任
を
定
め
て
い
な
い
（
旧
四
五
九
条
H
、
四
六
三
条
第
一
文
）
。
だ
が
、

売
主
が
性
質
の
存
在
あ
る
い
は
蝦
疵
の
な
い
こ
と
を
保
証
し
よ
う
と
い
う
意
思
を
表
明
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
点
で
性
質
の
暇
疵
担

保
が
存
在
し
う
る
。
そ
の
た
め
、
新
二
七
六
条
－
第
一
文
に
よ
れ
ば
、
売
主
は
性
質
の
な
い
こ
と
あ
る
い
は
暇
疵
に
対
し
て
も
有
責

性
な
く
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
更
に
こ
の
場
合
、
買
主
が
蝦
疵
を
知
っ
て
い
て
も
（
買
主
の
悪
意
）
、
暇
疵
担
保
請
求
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

が
維
持
さ
れ
（
新
四
四
二
条
1
）
、
売
主
が
契
約
上
の
蝦
疵
担
保
請
求
権
の
排
除
ま
た
は
制
限
を
援
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
（
新

四
四
四
条
）
。

東洋法学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
（
3
）
　
消
費
者
動
産
売
買
に
つ
い
て
の
特
別
規
定

　
（
a
）
　
強
行
法
　
　
新
四
三
三
条
以
下
は
、
従
来
の
よ
う
に
任
意
法
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
動
産
を
買
い
、
買
主
が
消
費
者

で
し
か
も
、
売
主
が
事
業
者
（
一
三
条
、
一
四
条
）
の
場
合
に
は
（
新
四
七
五
条
－
第
一
文
）
、
事
業
者
は
、
蝦
疵
の
な
い
物
を
引
渡
す
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

務
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
買
主
の
法
的
救
済
を
無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
個
人
契
約
の
場
合
で
も
中
古
品
の
場
合
で
も
）
。

損
害
賠
償
請
求
権
は
、
個
人
契
約
で
は
排
除
あ
る
い
は
制
限
さ
れ
（
新
四
七
五
条
m
）
、
新
た
な
物
の
売
買
の
場
合
に
は
二
年
、
中
古
で

あ
れ
ば
一
年
（
新
四
七
五
条
H
）
、
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
更
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
四
七
五
条
m
）
。
つ
ま
り
こ
う
し

た
規
定
に
よ
り
、
新
三
〇
九
条
八
号
b
の
約
款
に
つ
い
て
の
禁
止
規
定
（
従
来
は
A
G
B
G
n
条
⑩
）
は
、
本
来
の
適
用
領
域
で
更
に

無
効
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
約
款
の
禁
止
規
定
は
、
新
三
一
〇
条
1
に
よ
れ
ば
、
事
業
者
の
取
引
で
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
だ
が
、
立
法
者
は
そ
れ
を
意
図
的
に
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
付
帯
条
項
の
禁
止
は
、
事
業
者
の
取
引
自
体
に
つ
い
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て
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
蝦
疵
担
保
責
任
の
免
責
を
制
御
す
る
一
種
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
（
b
）
　
危
険
負
担
　
　
四
四
七
条
と
異
な
り
、
消
費
者
動
産
の
送
付
売
買
の
場
合
、
売
主
は
偶
然
の
滅
失
お
よ
び
偶
然
の
殿
損

＜
R
零
巨
9
辟
R
⊆
鑛
の
危
険
を
買
主
へ
の
引
渡
ま
で
負
う
（
新
四
七
四
条
H
、
四
四
六
条
）
。
暇
疵
は
危
険
移
転
後
六
ヵ
月
内
に
わ
か
れ

ば
、
蝦
疵
が
既
に
危
険
移
転
時
に
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
は
、
当
該
物
の
種
類
あ
る
い
は
当
該
暇
疵
の
種
類
と
合
致

し
な
け
れ
ば
（
新
四
七
六
条
　
い
わ
ゆ
る
準
暇
疵
担
保
）
、
当
該
物
の
種
類
と
し
て
、
中
古
品
が
挙
げ
ら
れ
、
報
疵
の
種
類
の
例
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

動
物
の
病
気
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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（
1
5
）

19　18　17　16
）　　）　　）　　）

（
2
0
）

パ　　パ　　ハ

232221
）　　）　　）

　
わ
が
国
で
の
報
疵
担
保
の
五
七
〇
条
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
連
し
て
、
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
わ
が
国
で
の
議
論
に
な
ぞ
ら
え
る
と
、
法

定
責
任
説
を
最
終
的
に
放
棄
し
、
契
約
責
任
説
に
落
ち
着
い
た
と
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
部
分
の
翻
訳
は
前
掲
・
岡
孝
編
二
二
二
頁
以
下
の
訳
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
前
掲
・
下
森
定
・
岡
孝
編
（
松
尾
弘
）
一
二
六
頁
以
下
。

　
前
掲
・
下
森
定
・
岡
孝
編
（
石
崎
泰
雄
）
一
一
八
頁
以
下
。

　
前
掲
・
下
森
定
・
岡
孝
編
（
石
崎
泰
雄
）
一
一
九
頁
以
下
。
特
定
物
と
種
類
物
と
の
区
別
は
条
文
上
な
い
が
（
新
四
三
九
条
）
、
理
論

的
に
は
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
単
純
悪
意
で
は
担
保
責
任
は
排
除
さ
れ
る
（
四
四
二
条
1
）
。
だ
が
重
過
失
で
知
ら
な
い
時
で
も
、
一
定
の
要
件
の
下
に
、
蝦
疵
担
保

責
任
を
追
及
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
o
び
妻
餌
び
脳
ω
N
O
O
押
①
。

　
こ
の
部
分
の
翻
訳
は
前
掲
・
岡
孝
編
二
二
一
頁
以
下
の
訳
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
前
掲
・
岡
孝
編
一
一
九
頁
（
岡
孝
）
。



四
　
請
負
契
約
に
つ
い
て
の
新
し
い
規
定

東洋法学
　
（
1
）
　
あ
ら
ま
し

　
報
疵
あ
る
製
造
物
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
新
し
い
規
定
は
、
内
容
お
よ
び
構
造
か
ら
し
て
大
幅
に
売
買
法
に
つ
い
て
適
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

れ
る
新
四
三
七
条
以
下
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
消
滅
時
効
の
期
間
（
新
六
一
二
四
条
a
）
、
注
文
者
に
認
め
ら
れ
る
以
下
に
述

べ
る
法
的
救
済
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
法
的
救
済
と
し
て
は
、
注
文
者
は
、
追
完
を
請
求
で
き
（
新
六
一
二
四
条
①
、
新
六
一
二
五
条
）
、

請
負
人
が
追
完
を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
（
新
六
三
四
条
③
、
新
六
三
六
条
、
新
三
二
三
条
）
、
請
負
人
の
報
酬
を

減
額
さ
せ
、
（
新
六
三
四
条
③
、
新
さ
二
八
条
）
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
新
六
三
四
条
④
、
新
六
三
六
条
、
新
二
八
O
条
、

新
二
八
一
条
、
新
二
八
三
条
、
新
三
二
条
a
）
。

　
新
六
三
五
条
1
は
、
追
完
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
修
繕
及
び
新
た
な
製
造
Z
Φ
昌
R
馨
色
…
閃
を
定
め
て
い
る
。
二
つ
の
う
ち
の
、

ど
れ
を
選
ぷ
か
の
選
択
権
は
、
請
負
人
に
帰
属
す
る
。
更
に
売
買
契
約
と
異
な
り
、
注
文
者
は
自
ら
行
な
う
（
暇
疵
の
除
去
、
必
要

費
の
償
還
請
求
）
権
利
を
有
す
る
（
新
六
一
二
四
条
②
、
新
六
一
二
七
条
）
。
注
文
者
は
、
請
負
人
に
対
し
追
完
の
た
め
に
、
相
当
な
猶
予
期

間
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
期
間
が
徒
過
し
た
場
合
に
は
、
自
ら
暇
疵
を
除
去
し
、
請
負
人
に
対
し
そ
の
た
め
の
費
用
を
支

払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
六
三
三
条
皿
に
よ
る
場
合
と
異
な
り
、
新
法
は
請
負
人
の
蝦
疵
の
除
去
が
遅
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し

な
い
。
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（
2
）
　
売
買
契
約
お
よ
び
請
負
契
約
で
の
暇
疵
お
よ
び
暇
疵
に
よ
る
後
続
損
害

　
暇
疵
に
よ
る
後
続
損
害
閃
○
飼
8
3
＆
窪
の
法
的
な
形
が
、
い
か
な
る
価
値
を
将
来
有
す
る
か
は
極
め
て
興
味
深
い
。
保
証
さ
れ
た

性
質
も
売
主
の
悪
意
も
証
明
さ
れ
な
い
場
合
、
売
買
契
約
に
と
り
、
こ
の
法
的
な
形
は
そ
れ
自
体
確
定
的
な
旧
四
六
三
条
、
旧
四
八
O

条
H
を
超
え
て
、
積
極
的
契
約
侵
害
か
ら
生
ず
る
買
主
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
に
役
立
つ
。
こ
の
場
合
、
買
主
が

報
疵
の
あ
る
売
買
の
目
的
物
に
よ
り
他
の
法
益
（
体
、
生
命
、
そ
の
他
の
所
有
権
V
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場

合
、
こ
う
し
た
後
続
損
害
は
、
積
極
的
契
約
侵
害
を
招
く
の
に
適
切
で
あ
っ
た
。
旧
四
六
三
条
、
旧
四
八
O
条
H
は
、
売
買
の
目
的

物
か
ら
利
益
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
（
＞
ε
貯
巴
窪
凶
旨
R
8
器
等
価
性
の
利
益
）
買
主
の
利
害
の
み
を
定
め
て
い
る
の
で
、
こ
う
し

た
不
可
侵
性
の
利
益
に
対
す
る
損
害
に
つ
い
て
定
め
る
の
に
は
適
切
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
請
負
契
約
で
は
、
旧
六
三
五
条
が

注
文
者
の
損
害
賠
償
の
要
求
に
対
す
る
包
括
的
な
損
害
賠
償
の
根
拠
を
定
め
て
い
る
。
だ
が
、
前
記
請
求
権
の
短
期
消
滅
時
効
（
旧

六
一
二
八
条
）
は
、
不
適
切
と
さ
れ
、
部
分
的
に
積
極
的
契
約
侵
害
後
の
「
離
れ
た
」
暇
疵
に
基
づ
く
後
続
損
害
は
、
三
〇
年
の
消
滅
時

効
期
間
（
旧
一
九
五
条
）
に
よ
り
賠
償
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
修
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
暇
疵
お
よ
び
「
近
い
」
蝦
疵
に

基
づ
く
後
続
損
害
に
つ
い
て
は
、
旧
六
三
六
条
、
旧
六
三
八
条
が
使
わ
れ
て
い
た
。

　
法
的
な
形
式
に
対
す
る
元
々
の
必
要
性
は
、
新
法
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
売
買
契
約
法
で
も
、
買
主
の
損
害
賠
償
の
要

求
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
請
求
権
の
根
拠
は
存
在
し
て
い
る
（
新
四
三
七
条
③
、
新
二
八
O
条
以
下
、
新
三
二
条
a
）
。
消
滅
時
効
の
期

間
は
、
売
買
契
約
お
よ
び
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
期
間
に
延
長
さ
れ
た
（
新
四
三
八
条
、
新
六
三
四
条
a
）
。
に
も

拘
ら
ず
、
以
前
の
形
式
は
、
全
く
時
代
遅
れ
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
義
務
違
反
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
を
明
確
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化
す
る
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
ケ
ー
ス
で
は
、
給
付
に
代
わ
る
損
害

賠
償
は
重
要
で
は
な
い
。
売
買
の
目
的
物
が
契
約
締
結
時
に
、
既
に
除
去
で
き
な
い
暇
疵
を
有
し
て
い
て
、
買
主
が
そ
の
目
的
物
を

利
用
し
、
利
用
し
た
際
に
そ
の
欠
陥
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
場
合
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
義
務
違
反
は
、
こ
こ
で
は
綴
疵
あ
る
引
渡

な
い
し
製
造
に
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
除
去
で
き
な
い
暇
疵
の
場
合
に
は
、
新
二
七
五
条
1
に
よ
り
、
蝦
疵
の
な
い
も
の
の
引
渡

請
求
権
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
こ
の
こ
と
を
自
ら
知
っ
て
い
た
。
立
法
者
は
、
新
四
三
七
条
③
、
新
六
三
四
条
③
で
新

三
一
一
条
a
を
参
照
す
る
よ
う
に
、
指
示
し
て
い
た
。
原
始
的
に
除
去
で
き
な
い
暇
疵
が
あ
る
場
合
の
、
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償

請
求
権
は
、
売
主
に
よ
る
義
務
違
反
に
よ
り
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
そ
れ
に
従
属
し
て
い
な
い
。
売
主
な
い
し
請

負
人
が
、
暇
疵
が
除
去
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
契
約
締
結
時
に
知
ら
な
い
こ
と
に
責
め
が
あ
る
か
否
か
の
み

が
重
要
で
あ
る
。
義
務
違
反
が
あ
れ
ば
、
完
全
性
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
買
主
に
発
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
義
務
違
反
は
、

結
局
報
疵
を
除
去
で
き
る
場
合
も
、
除
去
で
き
な
い
場
合
も
別
に
特
徴
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
義
務
違
反
は
、
売
主
ま
た
は
請

負
人
が
売
買
の
目
的
物
な
い
し
製
作
物
を
引
渡
し
、
同
時
に
員
主
ま
た
は
注
文
者
に
、
契
約
後
に
買
主
ま
た
は
注
文
者
に
何
も
損
害

が
生
じ
な
い
と
信
頼
し
て
、
使
用
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
点
に
あ
る
。
員
主
の
そ
の
他
の
法
益
の
た
め
に
、
保
護
義
務
違
反
が
重
要

で
あ
る
。
従
っ
て
、
給
付
と
関
連
の
な
い
義
務
が
重
要
で
あ
る
（
新
二
四
一
条
H
）
。
結
局
、
蝦
疵
に
基
づ
く
後
続
損
害
の
損
害
賠
償
請

求
は
、
追
完
の
期
間
が
売
主
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
無
関
係
で
あ
る
。
こ
の
期
間
設
定
は
、
新
四
三
七
条
③
、
新
二
八
O
条
1
、
皿
、

新
二
八
一
条
－
第
一
文
に
よ
れ
ば
、
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
請
求
に
必
要
で
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
依
然
と
し
て
暇

疵
お
よ
び
暇
疵
に
基
づ
く
後
続
損
害
を
そ
れ
ぞ
れ
区
別
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
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（
2
4
）

但
し
こ
の
よ
う
な
請
負
契
約
を
売
買
契
約
に
近
づ
け
る
こ
と
を
疑
間
視
す
る
向
き
も
あ
る
。
前
掲
・
下
森
定
・
岡
孝
編

一
六
〇
頁
参
照
。

五
　
付
属
法
規
の
民
法
へ
の
統
合

（
青
野
博
之
）

　
立
法
者
は
、
新
債
権
法
を
作
る
こ
の
機
会
に
、
B
G
B
の
付
属
法
規
を
B
G
B
内
に
統
合
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
B
G
B
の
付

属
法
規
と
は
、
普
通
契
約
約
款
法
A
G
B
G
（
新
三
〇
五
条
⊥
三
〇
条
）
、
い
わ
ゆ
る
訪
間
取
引
に
関
す
る
撤
回
権
に
つ
い
て
の
法

H
W
i
G
、
通
信
取
引
契
約
に
関
す
る
法
頴
旨
＞
σ
8
（
新
三
一
二
条
b
I
d
）
、
一
時
的
居
住
権
法
T
z
W
G
（
新
四
八
一
条
i
四
八
七

条
）
、
消
費
者
信
用
法
く
R
ぼ
内
同
O
（
新
四
九
一
条
－
五
〇
六
条
）
で
あ
る
。
そ
れ
と
並
ん
で
、
新
三
一
二
条
e
は
電
子
取
引
で
の
使
用

者
の
付
属
的
な
情
報
提
供
義
務
を
規
定
し
て
い
る
。
旧
三
六
一
条
a
I
C
は
、
本
質
的
に
新
三
五
五
条
ー
三
五
七
条
に
吸
収
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
消
費
者
信
用
法
に
お
い
て
は
、
若
干
、
立
法
が
変
更
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
を
立
法
者
は
お
そ
ら
く
意
図
し
て

は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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〇
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頁
訳
文
参
照
。
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一』
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（
2
6
）

契
約
の
遡
及
的
清
算
召
臭
魯
三
昊
一
⊂
品

　
当
事
者
の
一
方
が
解
除
を
し
た
場
合
に
は
、
新
三
四
六
条
1
に
よ
れ
ば
、
双
方
の
給
付
お
よ
び
給
付
か
ら
生
ず
る
事
実
上
の
利
益

を
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
返
還
債
務
者
が
収
益
を
得
ら
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
収
益
と
し
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
新
三
四
七

条
1
に
よ
れ
ば
、
ま
た
そ
の
価
額
を
も
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
法
定
解
除
権
の
場
合
の
解
除
権
を
有
す
る
者
は
、
自

己
に
対
す
る
の
と
同
一
の
注
意
義
務
を
負
う
（
新
三
四
七
条
－
第
二
文
）
。
受
領
し
た
給
付
に
基
づ
い
て
使
用
し
た
者
は
、
新
三
四
七
条

H
に
よ
り
そ
の
使
用
を
賠
償
す
る
よ
う
請
求
で
き
る
。
必
要
費
は
無
条
件
で
、
返
還
債
権
者
が
有
益
費
に
よ
り
給
付
物
の
返
還
の
際

に
有
益
費
に
よ
り
利
得
し
て
い
る
限
り
で
、
有
益
費
を
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
旧
三
五
〇
条
、
旧
三
五
一
条
に
よ
り
、
受
領
し
た
物
が
偶
然
、
だ
が
受
取
人
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
滅
失
し
た
場
合
に
は
、

解
除
権
は
排
除
さ
れ
な
い
。
殿
損
に
つ
い
て
は
、
受
取
人
は
、
帰
責
事
由
の
あ
る
場
合
に
限
っ
て
賠
償
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

偶
然
の
危
険
は
返
還
債
権
者
に
あ
る
。
法
定
解
除
の
場
合
、
返
還
債
権
者
は
更
に
悪
い
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
B
G
B
旧

三
二
七
条
第
二
文
は
解
除
原
因
に
責
め
の
な
い
者
は
、
解
除
原
因
を
知
る
前
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
不
当
利
得
法
に
よ
っ
て
の
み
責

任
を
負
い
、
従
っ
て
自
己
の
責
め
に
よ
り
駿
損
し
た
場
合
で
さ
え
、
八
一
八
条
皿
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
新
法
は
、
受
取
人
が
自
己
の
責
め
に
よ
り
給
付
を
も
は
や
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
さ
え
、
解
除
を
例
外

な
く
認
め
て
い
る
。
だ
が
、
受
取
人
は
価
額
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
新
三
四
六
条
H
）
。
し
か
も
、
給
付
が
偶
然
滅
失
し
た
か
、

殿
損
し
た
場
合
で
す
ら
残
存
利
益
を
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
三
四
六
条
m
③
）
。
従
っ
て
、
偶
然
の
危
険
は
、
返
還
す
べ
き
債
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務
者
が
負
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
法
定
解
除
権
者
は
、
滅
失
ま
た
は
殿
損
が
、
自
己
に
対
す
る
の
と
同
様
の
注
意
に
違
反
し
て
生
じ

た
場
合
に
の
み
、
価
額
に
対
す
る
責
任
を
負
う
。
目
的
に
そ
っ
た
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
傷
に
つ
い
て
は
、
受
取
人
は
全
く
価
額
賠

償
を
す
る
必
要
は
な
い
（
新
三
四
六
条
H
③
後
段
）
。
だ
が
、
こ
の
場
合
、
受
取
人
に
は
、
解
除
権
で
な
く
、
消
費
者
保
護
の
撤
回
権
の
み

が
帰
属
し
（
た
と
え
ば
、
新
三
一
二
条
、
新
三
二
条
d
）
、
そ
れ
を
行
使
し
た
場
合
に
は
（
新
三
五
七
条
m
）
、
価
額
賠
償
の
責
任
を
負
う
。

（
2
6
）
　
ω
o
び
名
餌
ダ
一
ω
8
0
㌣
oo
。
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七
　
ま
　
と
　
め

　
以
上
の
内
容
か
ら
、
ド
イ
ツ
民
法
改
正
の
お
お
ま
か
な
内
容
の
紹
介
を
終
え
る
。

　
民
法
の
改
正
に
よ
っ
て
意
図
し
た
内
容
が
的
確
に
規
制
で
き
る
の
か
、
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
こ
れ
が
最
大
の
難
間
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
即
座
に
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
言
え
る
こ
と
は
、
E
U
の
指
針
に
ど
こ
ま
で
ド
イ
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

国
益
を
無
視
し
て
従
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
こ
ま
で
ド
イ
ツ
国
内
の
事
情
を
反
映
さ
せ
る
か
に
あ
る
。
こ
の
内
容
の
検
討
に
つ

い
て
は
将
来
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
ひ
と
ま
ず
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

（
2
7
）
　
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
教
授
は
そ
の
内
容
の
わ
か
り
に
く
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
前
掲
・
岡
孝
編
四
一
頁
（
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
）
。


